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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・佐藤　光子様～血圧高値の為、田名部Dr報告し、ニフェジピン（10）1T/1×夕食後、ニフェジピン（20）1T/1×朝食後/1日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。開放時は喫煙の希望あり対応するが、問題行動はない。自室で臥床している事多く、幻聴に関する発言は聞かれない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。対面時の妄想に関する発言や宗教に関する発言はあるが、声高さはない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。開放時は他者へ付き纏う行為あり介入を要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時の時間隔離中。更衣に関する訴えはない。幻聴に関する発言や粗暴行為はみられない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢のみ身体拘束中。活気ないが、拘束帯を気にしている様子あり。無理矢理取ろうとする様子は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。オムツ交換時等両手フリーになると鼻を触る事あり介入している。疎通は良好。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ19:00～8:00身体拘束中。足の運動する事あるが、ベッドから降りようとすることはない。対面時穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～バイタルサイン異常無し。動作緩慢さあり脱力感訴えている。食事は全量摂取、面会時おやつも摂取している。
・向井　敦子様～多弁さや妄想発言は聞かれず対面時穏やかで経過。
・中居　松男様～パン食からおかゆへと変更希望あり。主治医承諾した為、変更している。状態は落ち着いてきている。右足の疼痛訴えるも外傷、内出血等は見られない。定期薬変更なし。
・矢崎　清三様～食事は2/3～全量摂取する。点滴のライントラブルはない。ホールで過ごしていること多く、不調の訴えはない。
・佐藤　光子様～血圧左182/121mmHg、右214/103mmHg。頭痛訴えや嘔気等は無い。左前腕の振戦みられる。車椅子座位の際、左への傾きみられる。
顔面のゆがみ等は無し。左握力やや弱い。田名部Drへ報告し、ニフェジピンが1日分処方となっている。
＜安ヶ平Dr患者様診察情報＞
・中居　松男様～診察時粥食へと変更希望あり。主治医許可降りた為、本日昼より全粥職kへと変更となる。
・藤井　崇史様～診察時若干の声高さはあるも、妄想発言や幻聴訴え無し。
・河原木　泰志様～診察時唸り声上げることなし。対応も穏やか。
・野田　敏治様～考えのまとまらなさある為、本日より臨時薬バルプロ酸Na（200）2T　
2×朝、夕食後にて5日分追加。また、次回定期よりオランザピン
中止しバルプロ酸へと変更。ハロペリドール（0.75）から（1.5）2Tへと増薬となる。現在出ている定期のオランザピンと臨時のバルプロ酸は堵定期変更まで同時に服用してよいとの事。
＜新入院患者様情報＞

日　　時：H31.2.22　11:00

　氏　　名：田端　テル様

　生年月日：昭和7年2月13日　　86歳

　病　　名：統合失調症

　性　　別：女性

　主治　医：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟
　(経過）

　Ｈ22.3.5当院退院後は、ＧＨ「はしかみ苑」に入所し、当院への通院治療を継続していた。H31年1月、子宮頸がん手術のため八戸市立市民病院へ入院し、照射治療を行ったが、本人の強い拒否により治療を中断。今後もがん治療は行わないこととなった。居住していたグループホームは退去となり、同年2月4日に退院後は特別養護老人ホーム「クローバーズピア」のショートステイを利用。同月14日に一度自宅へ戻り、同月17日より特養「見心苑」ショートステイ利用。同月18日より22日までクローバーズピアのショートステイを再度利用していた。施設は空きがなく、自宅での生活は困難である為平成31年2月22日　11：58　本人の同意を得られたことから、当院5回目の任意入院となる。

【備考】

・子宮頸部腺癌については、転移巣は無いが、手術適応外と説明されている。本人に告知していないとの事。

日　　時：平成31年2月22日　14：15

　氏    名：古里　長太郎（ふるさと　ちょうたろう）様

  生年月日：昭和15年8月3日　　78歳

  病    名：レビー小体型認知症

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Cユニット

  主治医  ：田名部Dr

  入院形態：医療保護入院

（経緯）

　平成14年より坂本内科クリニックにて加療していた。妻の体調不良を契機に、平成30年11月ショートステイを開始している。その後は自宅に帰宅が困難な状態だったため、12月4日に住宅型有料老人ホーム「生協たむかいの家」に入所している。いご、生協診療所で加療していた。平成29年1月に、動作緩慢、上肢筋固縮、小刻み歩行等の症状があり、八戸市民病院神経内科を受診しているが、精神症状として、認知機能低下や幻視もあって、レビー小体型認知症の診断となっている。

施設入所後より、帰宅願望が強く、暴言、興奮、幻覚などの症状が目立っていた。薬剤調整を行っていたが、症状は鎮静せず、虫がいる、人がいない天井や空間に向かって話しかける、ベッド上で放尿する、壁をかじる、不眠、暴言、テーブルをひっくり返す、スタッフの腕に掴みかかる等の粗暴行為もあり、精神科治療を検討されていた。

平成31年2月22日、生協診療所から紹介されて当院初診。車いす使用しており、特に興奮はないが、精神科治療についての必要性を認識できないため、妻同意にて同日14：15東病棟Ｃユニットへ医療保護入院となる。

＜備考＞

・要介護　4

・ＬＴセットＢ

・オムツプラン②

・おやつ購入可・・5000円/月

・インフルエンザ予防接種済（Ｈ30.10.20頃）

　　

